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高専の学生による中学校の IT教育支援
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A New IT Educational Assistance for Junior High School 
by the Students of N ational College of Technology 
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Kagoshima N ational College of Technology carried out a two-year research project titled "The benefits 
and issues concerning IT educational assistance by students." This project started in reply ωa request 
企oma neighboring junior high school for組 educationalsupport in the form of sending our studen白血ωiお
IT-related classrooms. Although our college aims ωbring up a practical engineer and位ainingstuden旬 ω
teach others is not a main concern， we have comeωconclude that we can reap great benefits企om也iskind 
of位ial. From the viewpoints of character building， students' experiences of teaching pupils位 eexpected ω 
encourage their high -level grow也 notonly in knowledge but also in mind. This paper reports也ebenefits 
recognized and problems solved or left unsolved in the course of也isproject. 
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支援形態 講師1名とアシスタント4名，中学校の先生は補佐 アシスタント 3名，中学校の先生が講師
支援チー 情報工学科5年生から2チーム (10名)，電気工学科 電気情報システム工学専攻の2年生から 1チーム (3



































































































































































支援授業「後』 い 支援授業「前j い
-質問 5:楽しく授業 いえ -質問 9:このような いえ20b !ま




-質問 6:分かりやす -質問 9 : <<よ記と同
13・0
リ雲監UR い授業でしたか? lま じ》. -
8700 
図1. 中学生への支援前後のアンケート調査結果
支援授業「後J し1 支援授業「前J し、iま l主
-質問 1:中学生にIT いえ し、 -質に意問5: IT教育支援 し、 い
のイメージは伝わっ 39<1o 61% 義を感じますか? え
たと思いますか?
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-質問2:中学生はイ し、 支援授業「後」 い





支援授業「後」 し、 支援授業「前j い
-質問3:中学生にコンいえ lま -質問6:事前に授業の い lま
ビュータを扱う技術は 22% い 予習をしましたか?
え い
伝わったと思います




-質問4:今回の自分 32~o l，¥ 










































































晶齢者 2 13% 
その他 5 33% 





高齢者およびその他 2 13% 





















































































日夜遭学生の IT僅能向上 4 1 % 
学生のブレゼンァーショ 6 ジ能力の向jこ 17% 
その他 。。
合計 36 100% 
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(6) I T教育支援を行った結果の特筆事項について
記述式の質問を行った.その結果， r準備のための費用
がかさんだ.Jという問題点の提示もあったが， r学生
は教えることの楽しさと難しさを実感した.J， r小学生
対象の場合，年齢差のある世代間のコミュニケーショ
ンを通して，自己教育の必要性を学生が理解した.J等
の回答もあり， I T教育支援を実施したことにより，
高専の学生に学内では得ることのできない貴重な体験
の場を与えたことが分った.また， r受講者に高専を理
解してもらう機会になった.Jという回答も (5)と同
様に， I T教育支援の実施が地域社会に対して，高専
の存在と良さをアピールする良い機会になったことを
示している.
6. おわりに
以上，鹿児島高専で行った IT教育支援の試みにつ
いて報告した.今回の支援は，中学生にとっては，お
兄さんお姉さん的存在の派遣学生が手取り足取りで教
えてくれるので，楽しみながら学習できた.一方，支
援学生にとっては，教える内容はある程度理解してい
ると，思っていたが，いざ他人に教える場に臨んで初め
て，自分の知識の不確かな部分に気付き，学び直す経
験をした.また，中学校の生徒や先生から感謝され，
自分の知識が役立つことにも気付き自信になった.更
に高専教官は，学生の IT教育支援を後方から支援す
ることで，新たに重層的なFDに取り組むことになり，
自らの教育方法の改善にも役立った.このように支援
した高専の学生，支援を受けた中学校の生徒，高専教
官の3者にメリットがあった.
IT教育支援の効果については計測しにくい面であ
り，将来にその成果が判明するような要素もあるが，
支援の回数を重ねる毎に，教室での説明の仕方や支援
活動が向上するのは当然ながら見てとれた.プレゼン
テーション能力の向上，ボランティア精神の溜養，人
格形成に資する効用などは確実に期待できると思われ
る.
高専学生の教育支援の活動は，比較的新しいテーマ
で方法論が確立されているとは言い難い.本報告はこ
の分野における一つの方法を提案するものである.参
考になれば幸いである.
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